
○小林市空き家バンク活動事業補助金交付要綱

平成25年２月14日

告示第24号

（趣旨）

第１条 市は、空き家を有効活用し、移住促進による人口増加を図るため、小

林市空き家等情報バンク制度要綱（平成23年小林市告示第156号。以下「制度

要綱」という。）第４条の規定により空き家バンクに登録された空き家の所

有者が家屋の改修等を行う場合にその経費を補助するものとし、その交付に

ついては、補助金等の交付に関する規則（平成18年小林市規則第65号。）に

定めるもののほか、この告示に定めるものとする。

（補助対象者）

第２条 補助対象者は、次の各号のいずれにも該当するものとする。

（１） 制度要綱第４条の規定により、小林市空き家バンクに賃貸を目的と

して家屋を登録していること。

（２） 申請者が、市税を滞納していないこと。

（補助対象住宅）

第３条 補助の対象となる住宅は、市が実施する空き家バンクに登録している

物件かつ不動産業者に登録されていない物件であって、次の各号のいずれか

に該当するものとする。

（１） 補助対象者と移住者（制度要綱第８条第２項の規定により空き家バ

ンク利用登録台帳に登録されている者で、当該空き家物件を利用するもの。

以下同じ。）との間で賃貸借契約が締結され、移住者が３年以上定住する

見込みのある物件であること。

（２） 当該物件が、改修後３年以上であってお試し滞在の拠点になる見込

みのある物件であること。

２ 前項の規定により補助の対象となる住宅「（同項第２号に該当する物件を

除く。）」は、移住者が当該住宅を３年未満で転居し空き家となった場合は、



この事業の補助金の交付日から起算して３年が経過するまでの間、移住促進

のために活用するものとし、他の目的では使用できないものとする。

（補助対象事業）

第４条 補助の対象となる事業（以下「補助対象事業」という。）は、次のと

おりとする。

（１） 台所、風呂、トイレ等の修繕

（２） 内装、屋根、外壁等の改修

（３） 家財道具等の運搬及び廃棄

（４） 屋内の清掃

（５） その他、移住者が居住するために必要な住宅の改修等で市長が認め

たもの

（補助金の額）

第５条 補助金の額は、予算の範囲内で定めるものとし、補助対象事業に要す

る費用（この額が50万円を超えるときは、50万円を限度）とする。

２ 前項に規定する補助金の額に、1,000円未満の端数があるときは、これを切

り捨てるものとする。

（補助回数）

第６条 この事業の補助金の交付は、同一住宅について１回限りとする。

（補助申請及び交付決定）

第７条 補助金の交付を受けようとする者は、第４条に規定する補助対象事業

を実施する前に、空き家バンク活動事業補助金交付申請書（様式第１号）に

必要な書類を添えて、市長に申請しなければならない。

２ 市長は、前条の規定による申請があったときは、速やかに補助の可否を決

定し、空き家バンク活動事業補助金交付決定（却下）通知書（様式第２号）

により、申請者に通知するものとする。

３ 市長は、補助金の交付決定の際、補助金の交付の目的を達成するため必要

な条件を付することができる。



（変更申請）

第８条 前条第２項の規定により補助金の交付決定を受けた者（以下「交付決

定を受けた者」という。）は、決定を受けた内容を変更しようとするときは、

当該変更の事由が生じた日から起算して14日以内に、空き家バンク活動事業

変更承認申請書（様式第３号）により、市長に変更の承認を申請しなければ

ならない。

２ 市長は、前項の規定による変更の承認の申請があったときは、その内容を

審査し、変更の可否を決定し、空き家バンク活動事業変更承認（不承認）通

知書（様式第４号）により、前項の申請を行った者に通知するものとする。

（中止の届出）

第９条 交付決定を受けた者は、当該決定を受けた補助対象事業を中止しよう

とするときは、当該中止の事由が生じた日から起算して14日以内に、空き家

バンク活動事業工事中止届（様式第５号）により、市長に届け出なければな

らない。

（実績報告及び補助額の確定）

第１０条 補助事業者は、補助対象事業が完了したときは、当該完了した日か

ら起算して30日以内に空き家バンク活動事業実績報告書（様式第６号）に添

付書類を添えて、市長に提出しなければならない。

２ 市長は、前項の報告書の提出があったときは内容を審査し、補助の条件に

適合すると認めるときは補助金の額を確定し、空き家バンク活動事業補助金

確定通知書（様式第７号）により、補助事業者に通知するものとする。

（補助金の請求）

第１１条 市長は、前条第２項の規定による補助金の額を確定した後に、交付

決定を受けた者からの空き家バンク活動事業補助金請求書（様式第８号）に

よる請求を受けて、補助金を交付するものとする。

（交付決定の取消し等）

第１２条 市長は、交付決定を受けた者が偽りその他不正の手段により補助金



の交付決定を受けたとき、この告示に定められた義務を履行しないとき、そ

の他補助金の交付に関し市長の指示に従わないときは、交付決定を取り消し、

又は既に交付した補助金の一部若しくは全部を返還させることができる。

（その他）

第１３条 この告示の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。

附 則

この告示は、公表の日から施行する。



様式第１号（第７条関係） 

 

年  月  日  

 

年度空き家バンク活動事業補助金交付申請書 

 

 小林市長    様 

 

申請者 住所          

氏名         ○印  

電話             

 

 小林市空き家バンク活動事業補助金交付要綱第７条の規定により補助金の交付を受け

たいので、関係書類を添えて申請します。 

 

対象住宅等の住所  小林市 

補助金対象工事費(工事見積書による。) 円       

補助対象事業内容   

工事予定期間  【着手】     年   月   日 

 【完了】     年   月   日 

 

添付書類 

 １ 土地家屋名寄帳の写し 

 ２ 工事見積書 

 ３ 補助対象事業施行前の写真 

 ４ 移住希望者との賃貸借契約書の写し又は賃貸借契約の確約書の写し 

 ５ その他、市長が必要と認める書類 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第２号（第７条関係） 

第     号  

年  月  日  

 

年度空き家バンク活動事業補助金交付決定(却下)通知書 

 

  

          様 

 

小林市長    □印   

 

  

   年  月  日付で申請のあった小林市空き家バンク活動事業補助金については、

次のとおり決定(却下)することにしたので通知します。 

 

記 

 

１ 補助金の交付決定額            円(補助対象額    円) 

 

２ 留意事項 

 (１) 申請事項に変更が生じた場合は、14日以内に変更申請書を提出し、市長の承認を

受けること。 

 (２) 対象工事の遂行状況について報告を求め、又は調査することがあること。 

 (３) 対象工事が完了したときは、30日以内に実績報告書に関係書類を添えて市長に提

出すること。 

 (４) 申請内容に虚偽その他不正があった場合、補助の決定を取り消すことがあること。 

 

３ 却下の場合、その理由 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第３号（第８条関係） 

 

年  月  日  

 

年度空き家バンク活動事業変更承認申請書 

 

 小林市長    様 

 

申請者 住所 

氏名          ○印   

電話             

 

 

 小林市空き家バンク活動事業補助金交付要綱第８条第１項の規定により補助金交付申

請の変更について、関係書類を添えて申請します。 

 

交付決定年月日 年   月   日 

交付決定番号 第       号 

変更の概要   

 

添付書類(変更分のみ提出) 

 １ 工事見積書 

 ２ 工事予定建物の現況 

 ３ その他、市長が必要と認める書類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第４号（第８条関係） 

 

第     号  

 

年  月  日  

 

年度空き家バンク活動事業変更承認(不承認)通知書 

 

          様 

 

小林市長          □印   

 

  

  

  

   年  月  日付で申請のあった小林市空き家バンク活動事業の変更については、

次のとおり決定したので通知します。 

 

記 

 

１              承認  ・  不承認 

 

２ 変更後の補助金の交付予定額         円(補助対象額    円) 

 

３ 留意事項 

 (１) 申請事項に変更が生じた場合は、14日以内に変更申請書を提出し、市長の承認を

受けること。 

 (２) 対象工事の遂行状況について報告を求め、又は調査することがある。 

 (３) 対象工事が完了したときは、30日以内に実績報告書に関係書類を添えて市長に提

出すること。 

 (４) 申請内容に虚偽その他不正が合った場合、又は市長の指示に従わない場合は、補

助の決定を取り消すことがあること。 

 

４ 不承認の場合、その理由 

 

 



様式第５号（第９条関係） 

 

年  月  日  

 

年度空き家バンク活動事業工事中止届 

 

 小林市長    様 

 

申請者 住所 

氏名          ○印   

電話             

 

 

  

  

 小林市空き家バンク活動事業補助金交付要綱第９条の規定に基づき、下記事業を中止

したことを届け出ます。 

 

記 

 

交付決定年月日 年  月  日 

交付決定番号 第     号 

 

 

  

  

  

  

  

(理由) 

  

 

 

 

 

 

 



様式第６号（第 10 条関係） 

 

年  月  日  

 

年度空き家バンク活動事業実績報告書 

 

 小林市長    様 

 

申請者 住所 

氏名          ○印   

電話             

 

  

  

 小林市空き家バンク活動事業補助金交付要綱第10条第１項の規定に基づき、下記事業

について完了したことを、関係書類を添えて届け出ます。 

 

記 

 

交付決定年月日 年  月  日 

交付決定番号 第     号 

完了日 年  月  日 

 

添付書類 

 １ 工事実施後の建物の現況及び工事箇所の写真 

 ２ 工事費の請求書の写し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第７号（第 10 条関係） 

 

第     号  

 

年  月  日  

 

年度空き家バンク活動事業補助金確定通知書 

 

          様 

 

小林市長          □印   

 

  

  

  

   年  月  日付第   号で補助を決定しました小林市空き家バンク活動事業

について、交付する補助金の額を確定しましたので、下記のとおり通知します。 

 

記 

 

  

１ 交付決定額            円 

 

２ 交付確定額            円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第８号（第 11 条関係） 

年  月  日  

 

年度空き家バンク活動事業補助金請求書 

 

 小林市長    様 

 

申請者 住所 

氏名          ○印   

 

 

 空き家バンク活動事業補助金を下記のとおり請求します。 

 

記 

 

一金                 円 

 

金融機関名 

 

(                  )(         支店・出張所) 

預金種目 (普通・当座・貯蓄・その他) 口座番号   

振込先金融機関 

フリガナ 

口座名義 

  

 

 

委 任 状 

 上記に係る空き家バンク活動事業補助金の受領を下記の者に委任します。 

 

年  月  日  

委任者 住所 

氏名          ○印  

 

記 

受任者 住所 

氏名           

 


